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研究成果の概要： 

本研究は、ユビキタス産業の知的財産戦略を策定するために、特定の技術に対して、特許を取

得するか、トレードシークレットにとどめるか決定する分析ツールである「パテント・トレー

ドシークレット・マッピング」（Patent Trade-Secret Mapping）の手法を確立した。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2007 年度 900,000 0 900,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

総 計 2,900,000 270,000 3,170,000 

 

 

 

 

研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・図書館情報学・人文社会情報学 

キーワード：特許 / パテント・マップ / パテント・マッピング / トレード・シークレット / 

情報産業 / 情報技術 / ユビキタス / 知的財産権  

 
１．研究開始当初の背景 
（１） 情報産業、とりわけ、ユビキタス・

ネットワークに関する「ユビキタス
産業」において、特許のみで技術を
保護することが困難になっている
現実がある。現在の知財戦略は、技
術的な視点から、パテントとトレー
ドシークレットの権利化区別適用
基準を明確化し、日本発の技術を保
護する緊急の必要がある。 

 
（２） 特許取得条件のフローチャート化

については、90 年代後半に、米国特
許商標庁が策定をこころみたが、一
般的な判断基準の適用にとどまっ

ている。 
 
（３） これを、情報産業の分野に特化して、

情報工学に関する博士号を持つ弁
護士として研究代表者が発展させ
たものが、英国の査読論文誌１篇、
査読付国際会議予稿集４篇、査読付
大学院教科書１章に採録されてい
る。さらに、査読付教科書１冊、国
際情報科学事典の知的財産に関す
る１章としても出版予定である。国
内においては、情報処理学会査読論
文誌２篇、国内学会予稿集２篇を刊
行している。また、平成 17 年度マ
イクロソフト知的財産研究助成を
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受けている。 
 
（４） パテント・マッピングについては、

90 年代初頭から、米国特許商標庁に
おいて策定され、わが国の特許庁に
おいても、整備がすすんでいる。し
かし、パテントとトレードシークレ
ットの権利化区別適用基準につい
ては、構築に取り組む研究は、まだ
例を見ない。 

 
（５） 解明すべき課題として、ユビキタス

産業の知財戦略におけるパテン
ト・トレードシクレット・マッピン
グ分析の確立は、広範な対象となる。
三ヵ年で解明すべき課題は、以下の
二つの課題に絞られた。 

①･  パテント・トレードシークレット・
マッピングのフローチャート化 

②･ ユビキタス家電・自動車・マルチメ
ディアコンテンツの各産業分野にお
けるリーディング企業を対象に、パ
テント・トレードシークレット・マ
ッピングの適用による検証 

 
２．研究の目的 
（１） 本研究の目的は、ユビキタス産業の

知財戦略におけるパテント・トレー
ドシクレット・マッピング分析の確
立である。知的財産戦略を策定する
ために、特定の技術に対して、特許
を取得するか、トレードシークレッ
トにとどめるか決定する分析ツー
ルである「パテント・トレードシー
クレット・マッピング」（Patent 
Trade-Secret Mapping）の手法を実
現する。 

 
（２） 知的財産戦略においては、これまで、

特許取得技術の系統樹であるパテ
ント・マッピング（Patent Mapping）
が、分析ツールとして提案されてき
た。しかし、情報産業、とりわけ、
ユビキタス・ネットワークに関する
「ユビキタス産業」において、特許
のみで技術を保護することが困難
になっている現実がある。 

 
（３） ユビキタス産業においては、情報技

術（ＩＴ）、すなわち、「情報の操作
方法に関する技術」の保護を目的と
しなければならない。情報の操作方
法については、特許を取得すべき技
術と、特許化せず、トレードシーク
レットのままで権利保護すべき技
術がある。シャープの液晶プラズマ
テレビに関するイオンとの訴訟に

見るまでもなく、「○○の検査手法」
や「××の性能評価手法」は、特許
により公開すると、競争他社に真似
られてしまい、しかも侵害の発見が
困難である。 

 
（４） 従来は、このような技術もやみくも

に特許化されていたが、現在の知財
戦略は、技術的な視点から、パテン
トとトレードシークレットの権利
化区別適用基準を明確化し、日本発
の技術を保護する緊急の必要があ
る。本研究は、上記の権利化区別適
用基準を、「パテント・トレードシ
ークレット・マッピング」として、
フローチャート化して、視覚的に明
確化することを具体的な目的とし
た。 

 
３．研究の方法 
（１） 本研究は、上記の権利化区別適用基

準を、「パテント・トレードシーク
レット・マッピング」として、フロ
ーチャート化して視覚的に明確化
することを具体的な目的とした。 

 
（２） 具体的には、適用する手法として、

特許庁が適用するパテント・マッピ
ングを基礎に、上記３分野における
リーディング技術（組み込みソフト
ウェアに着目）の特許取得とトレー
ドシークレット保持の現状につい
て、ネットワーク上での特許情報調
査を行う。調査結果を系統図マッピ
ングする。 

 
４．研究成果 
（１） 学術的な特色として、本研究の具体

的な特徴は、次のとおりである。 
① パテントとトレードシークレッ

トの権利化区別適用基準を、フロ
ーチャートの形式で明確に図式
化し、現場の技術者でも使える分
析ツールとして確立した。 

② 理工系の技術者と法律家の間の
意思疎通を円滑にする分析ツー
ルを実現した。 

 
（２） 結果と意義として、次の二つを実現

した。 
① 従来は、単なる特許取得された

技術の樹形図を構成するパテ
ント・マッピングが、本研究に
より、新技術の開発現場におい
て、パテントとトレードシーク
レットの明確な振り分け基準
を与え、企業・研究機関の開発



現場技術者に資する準則を与
えることができた。 

② 特に、成果物は、フローチャー
トによる判断基準の適用図式
として構築するので、極めて視
覚的にとらえやすいものとな
った、 

 
（３） 個々の成果として、 

① ２００６年度は、情報家電産業
における技術分野の特許取得
樹形図化手法であるパテン
ト・マッピングを確立した。 

② ２００７年度は、前年度に確立
した、情報家電産業における技
術分野の特許取得樹形図化手
法であるパテント・マッピング
を一般化し、情報システム全般
におけるリーディング技術を
対象とした、パテント・トレー
ドシークレット・マッピング、
すなわち、トレード・シークレ
ットを公開してしまう危険な
特許取得を判断する基準を策
定した。 

③ ２００８年度は、前年度に確立
した、情報家電産業における、
パテント・トレードシークレッ
ト・マッピングをあてはめ、リ
ーディング技術である組み込
みソフトウェアに着目したパ
テント・トレードシークレッ
ト・ポートフォリオ分析を実施
した。ポートフォリオ構築につ
いては、リーディング技術の特
許取得とトレードシークレッ
ト保持の現状について、ネット
ワーク上での情報調査を行い、
ライセンス業務を支援する応
用性の高い調査を実現した。 
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